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一一般ニュース

一般

ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構

盛況だったナノ量子情報エレクトロ
ニクスシンポジウム
約320名が参加、両日とも満席状態に

基調報告する荒川機構長

特別講演する小宮山総長

一般

ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構

初の「企業集中講義」を実施　
大学院生が民間企業で受講
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企業研究所で講義（左から富士通研、ＮＥＣ、日立）

一般

本部学生支援グループ

第 54 回総長杯争奪水上運動会が開
催される

写真 1　漕艇部員に指導を受ける参加者

写真 2　レガッタレース風景
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一般

本部キャリアサポートグループ

平成 19 年度第３回学生窓口業務担
当者講習会を開催

保全グループ環境整備チームによる講義風景

バリアフリー支援室による講義風景

一般

本部業務改善グループ

2007年度業務改善「総長賞」表彰式
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総長による講話「東京大学の職員の使命」

総長、辰野理事と受賞者の皆さん

部部局
ニュース

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

小宮山総長、高校生たちに語る
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高校生を中心にたくさんの来場者が集まった会場

講義終了後にも熱心に質疑応答を続ける高校生と小宮山総長

部局

大学院工学系研究科・工学部
（ナノバイオ・インテグレーション研究拠点）

CNBI/CNSI合同シンポジウムの報告
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ポスターセッション風景（伊原正喜客員助教）

調印式後のブロック学長（UCLA）、小宮山総長、
片岡教授（CNBI リーダー）、Rome 教授（CNSI リーダー）

握手をするブロック学長（UCLA）と小宮山総長

部局

生産技術研究所

千葉実験所公開開催される

小学生への説明

来訪者への説明
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パネル展示会場における議論

部局

生産技術研究所

千葉実験所に「生産技術研究所　千
葉試験線」敷設

多くのご来賓が参列された中で行われた開通式

千葉試験線　曲線区間（曲線半径 48.3m）

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

第11回東京大学文学部常呂公開講座
が開催される
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北見市長より贈呈された感謝状と記念品

部局

東洋文化研究所

東洋文化研究所シンポジウム
「第３回アジア古籍保全講演会」
を開催

講演者による総合討論

講演を聴く参加者
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当日、オープンした農場博物館の内部と見学者

トラクターの試乗会に参加した親子連れ

同時開催した農場公開セミナーの会場と参加者

部局

海洋研究所

防災訓練を実施

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

東大農場の収穫祭が開催される
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放水訓練を行う参加者

消防署指導員から AED（自動体外式除細動器）の説明を
熱心に聞く教職員等

部局

物性研究所

物性研創立 50 周年記念イベント、
開催される

記念式典で挨拶する小宮山宏総長

記念式典で祝辞を述べる藤木完治文科省大臣官房審議官
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パネルディスカッション「これから 50年の科学は？」

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

外国人留学生見学旅行を実施

北方文化博物館（豪農の館）にて笑顔で記念撮影

新潟県立歴史博物館にて展示物を熱心に見入る様子

部局

東京大学 21 世紀 COEプログラム「機械
システム・イノベーション」

総括シンポジウム－機械工学が拓く未来
　技術を極め、人を育てる－　開催される

小宮山総長の挨拶
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会場の様子

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

自衛消防訓練を実施

避難訓練で人員確認をする農学部２号館の参加者

粉末消火器を使った消火訓練

部局

医学部附属病院

｢附属病院　外来棟での防災訓練｣、
実施される
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緊急地震速報一斉警告者への対応

患者様の避難誘導

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

「三鷹市民と三鷹国際学生宿舎生と
の集い」開催される

佐藤安信総合文化研究科教授の講演

留学生へのインタビュー企画
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ラフマットさんによるバリ民族舞踊の演舞

部局

大学院教育学研究科・教育学部

伝統芸能鑑賞教室「雅楽」を楽しむ

瑞穂雅樂會による管弦

管弦演奏に魅入る留学生たち

舞楽の指導に参加する今井教授と留学生

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

吉川牧場長が山口笠間市長を
表敬訪問

左から山口市長、吉川牧場長、眞鍋教授（於：笠間市長室）
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放牧場へ避難誘導させる技術職員
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キャンパス

本部留学生支援グループ

平成 19 年度外国人学生数－国費外国人留学生数
973 人、私費外国人留学生数 1,430 人、外国政府派
遣留学生数 24 人、在日外国人学生数 198 人－

キキャンパス
ニュース

　本学では、毎年５月と 11 月の年２回、同月 1日現在の外国人学生数を調査している。これをもとに各年度 11 月１日
現在の外国人留学生数の推移を示した。また、本年 11 月１日現在の外国人学生数は以下のとおりである。

東京大学外国人留学生受入数の推移
（各年度 11月１日現在）

全学生数に対する外国人留学生数の比率
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平成 19年度　外国人学生数
平成 19年 11月１日現在

学部及び研究科等別外国人留学生数
平成 19年 11月１日現在
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国又は地域別外国人留学生数
平成 19年 11月１日現在

国又は地域別外国人留学生数
平成 19年 11月１日現在
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国又は地域別外国人留学生数
平成 19年 11月１日現在

平成 19年度外国人留学生男女別内訳
平成 19年 11月１日現在

平成 19年度外国人留学生種別内訳
平成 19年 11月１日現在

平成 19年度外国人留学生地域別内訳
平成 19年 11月１日現在

平成 19年度外国人留学生国籍別内訳
平成 19年 11月１日現在
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　11月 22日（木）の３、４時間目に、1年総合学習の発
表会がおこなわれた。 1年総合学習では、４、５月の「東
大研究」を学年全体でおこなったあと、６、７月を第 1クー
ル、９～ 11月を第２クール、12～２月を第３クールとし
て、異なったテーマの学習をクラスごとにおこなう。第
２クールでは、A組が「情報とメディア」、 B組が「国際
理解」、C組が「サバイバル」をテーマに学習した。 当日
は、生徒がそれぞれのテーマについて学習した内容を発
表した。 発表会には保護者の方々にもご参加いただいた。 
第２クールの「国際理解」では、ロシアについて学習した。
ロシアからの留学生で、東京大学大学院生であるゴロウィ
ナ・クセーニャさんから、ロシアの気候や文化、交通、
歴史について話を聞いた。また、ロシアの代表的な料理
であるボルシチの調理実習もおこなった。
　「国際理解」の発表会では、生徒が５人１グループにな
り、「ロシアのNo. １」や「ロシアの建造物」など８つのテー
マについてそれぞれ 10分間発表した。
　「発表を通じて、ロシアの食べ物、ロシアの民族衣装、
ロシアのイベントなど自分が知らなかったものが、より
くわしく学べたので良い機会になりました」「クセーニャ
さんの話はどんな本の資料よりもわかりやすくおもしろ
くてとてもよかったです」と、実際にロシアからの留学
生との交流を通して、資料だけでは調べられないロシア
について学んだ。また、「第 1クールの調べ学習よりも計
画的に準備ができたことが良かったです」と、総合学習
でのグループ学習を通して、調査、発表の技術に進歩を
実感した生徒もいた。

ロシアの建造物に関する発表の様子

　11月 30日（金）教育学部附属中等教育学校において、
平尾公彦副学長特別授業「ミクロの世界 -量子論と相対論
-」が行われた。１年生から６年生（中学１年から高校３年）
約 80名と保護者、教職員が熱心に聴講した。
　はじめに、科学技術の重要性と 21世紀の科学技術の方
向性について、中学生・高校生に分かりやすく説明して
いただいた。「科学技術は『自由』を獲得するための人間
の活動である」と述べられた。「20世紀の科学技術のトッ
プ 20」と「過去四半世紀の技術革新のトップ 25」を紹介
され、多くの科学技術が軍事目的で開発されてきたこと
を指摘された。その上でこれからは、「調和の 21世紀」
として「精神的豊かさ」を得るための科学技術、「Peace 
engineering」へと発展していくべきだと述べられた。
　後半は「ミクロの世界」についてご講義くださった。
生元素、理論化学とは、微細構造因子、ミクロとマクロ
の架け橋としてのアボガドロ定数、光と電子など、でき
るだけ数式を使わず説明された。生徒たちは、難しい話
だけれども、よく聞いて理解しようと努力していた。
　講義の最後に中学生・高校生に望むこととして、「数学
をしっかり勉強しておこう」「英語は世界共通語」「現代
史をきちんと勉強しよう」「知の憧憬と畏敬の念を」の４
点を挙げられた。今の子どもたちにこれからの科学技術
の発展に関わって欲しいとのメッセージが込められてい
た。生徒からの質問にも丁寧に答えてくださった。

平尾副学長の講義の様子

教育学部附属中等教育学校で１年総合学習第２
クール発表会がおこなわれる

教育学部附属中等教育学校で平尾公彦副学長の特
別授業が行われる
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　2003 年から恒例になっている鉄門Ｍ 0（前期課程教養
学部２年医学部医学科進学内定者）・Ｍ 1（医学部医学科
３年生）生有志による褐色レンガ医学部本館電飾の設置
作業が 12月７日（金）、９日（日）11日（火）の３日間
で行われました。今年は、Ｍ 1の寺川君が代表になって
各基礎・臨床教室を回って寄附を集め、新たにＬＥＤや
タイマーなどを購入しました。初期に購入した電球は例
年沢山壊れてしまうので、設置前に点検し修理や処分作
業を行いました。2004 年から毎年お世話になっている医
学系研究科施設係の松下さんからコードリールドラム 10
個・ワゴンモール２巻や梯子２台を借用し、医学部防災
センターから屋上の鍵や地下倉庫の鍵をお借りして屋上
やバルコニーの配線を施しました。寒くて暗い中、ロー
タリーの配線は設計図を見つつ切れていく電球の実状に
合わせて設置しました。本館前にあったロータリーのイ
ヌツゲやオオムラサキツツジが「知のプロムナード」企
画で撤去されましたので、中央にポールを立ててＬＥＤ
を飾りました。今回はじめてロータリーの外側にも「雪
だるま」と「2007 年」の電飾を施すことができたので昨
年より広い空間を感じました。点灯期間は 12月半ばから
１月 10日（木）までで、17時ごろから 23時ぐらいまで
点灯していました。獣医学生による農学部のイチョウの
電飾や病院中庭のイルミネーションとともに 2007年本学
の年末を飾っていました。ご寄附頂いた医学部の各教室
の方々ならびに設置作業等にご協力・ご高配賜りました
教職員の方々に厚く御礼申し上げます。

12月９日　電飾設置メンバーと医学部本館正面

12月 11日　電飾設置メンバーと雪だるま

医学部生による医学部本館の電飾
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シンポ
ジウム・講演会

シンポジウム・講演会

サステイナビリティ学連携研究機構

公開討論会「徹底討論・温暖化問題 ～ポス
ト京都議定書を見据えた日本の戦略～」開催
のお知らせ

　2012 年までの京都議定書の達成をどうするか。京都
議定書以降を見据え、日本は国内で、また国際社会でど
ういった戦略で温暖化問題に臨むべきか。さらには、問
題解決の鍵を握る開発途上国、とりわけアジアの国々と
の新しい関係をどう構築していくのか。途上国協力の現
場を知る国際協力銀行（JBIC）の共催を得て、待った
なしの温暖化問題に日本の経済界、アカデミア、そして
社会が、どのように行動していくべきかを産業界の代表
者を招いて徹底的に議論します。是非ご参加くださるよ
うお願い申し上げます。
　
日時：2月 16 日（土）13：30 ～ 17：30
場所：安田講堂
主催：東京大学 サステイナビリティ学連携研究機構

（IR3S）
共催：国際協力銀行（JBIC）
協賛：日本経済新聞社
参加費：無料
申し込み方法：下記ホームページからお申し込みくださ

い。受講券メールを先着順にて事務局よ
り発送いたします。なお、定員になり次
第締め切らせていただきます。
http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp

プログラム（敬称略）：

13:30 ～　開会挨拶
住　明正　東京大学地球持続戦略研究イニシアティ

ブ（TIGS）統括ディレクター・教授

13:35 ～　講演１
「IPCC 第４次評価報告書のまとめ」

三村　信男　茨城大学地球変動適応科学研究機関
（ICAS）機関長・教授

13:50 ～　講演２
「2050 年へのシナリオ」
　　西岡　秀三　国立環境研究所 参与

14:05 ～　講演３
「ポスト京都議定書枠組みに途上国の関与を得るため
に」
　　荒川　博人　国際協力銀行開発金融研究所 所長

14:20 ～　休憩

14:40 ～　公開討論
パネリスト　荒川 博人

西岡 秀三
三村 信男
植田 和弘　京都大学大学院 教授
西條 辰義　大阪大学社会経済研究所 教授
桝本 晃章　東京電力株式会社 顧問
松橋 隆治　東京大学大学院 教授
森嶌 昭夫　地球環境戦略研究機関（IGES）

特別研究顧問
モデレーター　住 明正

17:00 ～　パネル討論を終えて
　　小宮山　宏　東京大学総長・IR3S 機構長

17:30　閉会

問い合わせ先：本部研究機構等支援グループ
　　内線：21387
　メール：kikoushien@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

07インフォメーション.indd   3207インフォメーション.indd   32 2008/01/25   18:02:132008/01/25   18:02:13
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラック



33No.1368   2008. 1. 24

お知らせ
お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 508（1月 9日）号の発行
――教員による、学生のための学内新聞――

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15 号館ロビー、図書館ロビー、生協
書籍部、保健センター駒場支所で無料配布しています。
バックナンバーもあります。
　第 508 号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

今橋映子：駒場美術博物館　資料室オープン
　　　　　――学際的展覧会カタログの宝庫
松原　宏：駒場祭を探検する
箸本春樹：駒場の樹木
真船文隆：〈学び方新シリーズ〉化学の学び方「根底に

ある法則の理解と化学物質に対する勘」
細野　忍：〈学び方新シリーズ〉大学での数学の学び方

と接し方
久保田俊一郎：身体運動教育のカリキュラム改革〈４〉

基礎科目（身体運動・健康科学実習）の
紹介

渡會公治：身体運動教育のカリキュラム改革〈５〉「救
急処置」授業

木村秀雄：「人間の安全保障」プログラムと世界をつな
ぐ～二つのシンポジウムから

数理科学研究科：新たな数学の創造をめざす「高木レク
チャー」開催

後藤則行：ノーベル平和賞がアル・ゴア前米副大統領と
国連「気候変動に関する政府間パネル（ＩＰ
ＣＣ）」に授与――新たな地球平和創造への
大きな一歩

遠藤泰生：アメリカ太平洋地域研究センター公開シンポ
ジウム「反米：その歴史と構造」

永田　敬：KALS
　　　　　――駒場アクティブラーニングスタジオ
旭　英昭：〈時に沿って〉心の中の駒場
原　和之：「教育について語ること」から「教育するこ

と」へ 
　　　　　――東アジア４大学フォーラム報告
開　一夫：駒場「赤ちゃんラボ」へようこそ

公開討論会ポスター

昨年のシンポジウムの様子
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お知らせ
情報基盤センター

“情報探索ガイダンス” 各種コース実施のお
知らせ

　情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施しています。
　本学にご所属であればどなたでも参加できます。

●会　場：
　本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
　（定員 12 名　予約不要です。直接ご来場ください。）

●スケジュール：
２/４（月）　13:30 ～ 14:30　Web of Science（日本語）
２/12（火）　15:00 ～ 16:00　Web of Science（English）
２/15（金） 16:30 ～ 17:30　電子ジャーナルを利用するに

は？
２/28（木）　16:00 ～ 17:00　Web of Science（日本語）
３/７（金）　15:00 ～ 16:00　自宅から検索するには？
３/13（木） 11:00 ～ 12:00　電子ジャーナルを利用するに

は？
３/19 （水）15:00～ 16:00　図書館の蔵書を検索するに

は？

●コース概要：
＜データベースユーザトレーニング＞
　特定のデータベースの使い方について、検索実習を交
えながら解説します。
■ Web of Science（60 分）
　全分野の主要な学術雑誌（約 9,300 誌）に掲載された
論文のデータベースです。通常のキーワードによる検索
に加え、引用文献をキーにした検索も可能です。
　今回のコースでは、新しくなったインターフェースを
紹介します。また、ガイダンス終了後、ご希望の方に、
文献管理ソフト“EndNote Web”の基本的な使い方を
説明します（30 分程度を予定）。
　同じ内容で２回開催します。

＜テーマ別ガイダンス＞
１つのテーマに沿って、検索実習を交えながら解説しま
す。
■ 電子ジャーナルを利用するには？（60 分）
　電子ジャーナルにアクセスする方法や、代表的な出版
社の電子ジャーナルサイトを例にとって実際の利用方法
を解説します。新しいサービス“東京大学学術論文横断
検索（UT Article Search）”や“UT Article Link”を使っ
て、データベース検索結果から電子ジャーナルへアクセ
スする方法も紹介します。
　同じ内容で２回開催します。

■ 自宅から検索するには？ （60 分）
　学内・学外を問わず利用できる無料公開のデータベー
ス・電子ジャーナルなどを紹介します。また、通常は学
内からのみ利用可能なデータベース・電子ジャーナルで
も、手続きをして学外から利用できるものがありますの
で、その方法を紹介します。
　さらに、帰省先や海外で図書館を利用したい人向けに、
他大学等の図書館を利用する際の手続き・注意点を説明
します。春休み前におすすめのコースです。

■ 図書館の蔵書を検索するには？（60 分）
　本学および学外の図書館も含めて、図書館の膨大な蔵
書を活用するために、ネットでできる蔵書検索をマス
ターしましょう。
　“東京大学 OPAC”（蔵書目録データベース）の使い
方を中心に、図書館の蔵書を検索できるいろいろなデー
タベースを紹介します。

＜Database User Training（English Session）＞
■ Web of Science Course（60 minutes）
   2/12（Tue.）15:00 ～ 16:00
　Covers articles published in major academic journals 
(about 9,300 journals).
　In addition to conventional searches by keyword, it 
provides information on citation inter-connections. 
　No advance reservation is required.
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/e/training-e.html

●問い合わせ：
学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お知らせ
本部学生支援グループ

平成 19 年度第２回「東京大学総長賞」の募
集について

　本学の学生を対象として、学業、課外活動、各種社会
活動、大学間の国際交流等の各分野において、「優れた
評価を受けた」「優秀な成績を収めた」「本学の名誉を高
めた」などの顕著な功績のあった個人又は団体に、総長
が表彰を行う「東京大学総長賞」が平成 14 年度から設
けられています。
　この表彰は、「東京大学学生表彰選考委員会」（以下「選
考委員会」という。）が選考にあたり、総長が表彰する
ものです。
　選考委員会では、推薦された候補者の中からその内容
を審査のうえ、「東京大学総長賞」として相応しいもの
が決定されます。
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　第２回（春）は学業のみを対象に募集し、推薦者は各
学部長及び各研究科長・教育部の長のみとなります。ま
た、第２回（春）には年間の授与者の中から特に優秀な
者に対し、総長大賞が授与される予定です。

記

１．申請書類：別紙様式１（個人）又は別紙様式２（団体）
に必要事項を記入し、参考資料等を添付
してください。なお、選考時の参考とす
るので、推薦理由欄には推薦にあたって
留意された点（所見等）や選考経過等に
ついても併せて記入し、参考書類（写も
可）を添付してください。また、専門分
野に関わらず、誰にでも理解しやすい表
現にて記述願います。

　
２．推薦基準：以下のとおりです。
３．提出期限：平成 20 年３月７日（金）正午迄（必着） 

書類の提出にあたってはホームページ
（http://www.u-tokyo.ac.jp/stu01/h12_j.
html）上の「推薦書類の提出について」
を参照してください。

４．選考結果：３月中旬に推薦者及び受賞者へご連絡し
ます。

５．授 与 式：平成 20 年 3 月 24 日（月）17 時より小柴
ホール（理学部 1号館）にて実施を予定
しています。

【本件に関するお問い合わせ】
　本部学生支援グループ学生生活チーム
　担　当：宮内・小林
　内　線：22514・21205
　E-mail：gakuseiseikatsu@ml.adm.u-tokyo.ac.jp　

平成 18 年 6 月 28 日
学生表彰選考委員会

東京大学学生表彰「東京大学総長賞」推薦基準

　東京大学学生表彰実施要綱（平成 14 年３月 19 日総長
裁定、平成 18 年６月 28 日改正）第３に基づき、推薦の
基準を以下のとおりとする。

⑴　学業において、研鑚に励み、他の学生の範となった
個人若しくは団体又は学界等により優れた評価を受
け、本学の名誉を高めた個人若しくは団体

⑵　課外活動において、国内外の各種スポーツ、競技、
演奏、展示、発表等で優秀な成績を収め、本学の
名誉を高めた個人若しくは団体又は課外活動を支援
し、課外活動の充実と振興に著しい貢献をした個人
若しくは団体

⑶　環境保全、災害救援、社会福祉、青少年育成、海外
援助協力等の各種社会活動において、活動実績が認
められ、他の学生の範となった個人若しくは団体又
は社会的に優れた評価を受け、本学の名誉を高めた
個人若しくは団体

⑷　大学間の国際交流において、相互理解と友好関係を
深め、本学の国際交流の発展に著しい貢献をした個
人又は団体

⑸　その他、これらに準ずるもので、「東京大学総長賞」
に相応しい貢献があった個人又は団体

上記基準による推薦者については、自薦又は他薦と
する。
ただし、基準⑴の推薦者は、学部学生については学
部長、大学院学生については研究科長・教育部の部
長に限る。
　
なお、年２回の授与のうち、第 1回目（秋）の推薦
は上記基準の⑵～⑸を、第 2回目（春）の推薦は基
準の⑴をそれぞれ対象とする。

　また、在学中の学業、課外活動、社会活動等の評価、
活動実績等が上記基準に該当する者は、卒業又は修了後
１年以内に限り選考の対象とする。

昨年度の授与風景
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人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

19.12.31 高取　吉雄 辞　職（大学院医学系研究科寄付講座
教員）

大学院医学系研究科准教授

19.12.31 COFFIN
MILLARD
FILMORE

辞　職 海洋研究所教授

（採　　用）
19.12.16 池田　博 総合研究博物館准教授
20.1.1 内田　和幸 大学院農学生命科学研究科准教授 宮崎大学農学部助教
20.1.1 TRIBELSKIY

Mikhail
大学院数理科学研究科教授

20.1.1 佐竹　健治 地震研究所附属地震予知情報センター
教授

独立行政法人産業技術総合研究所活断層研究セ
ンター上席研究員

20.1.1 Webb Jason
Paul

東洋文化研究所准教授

（昇　　任）
20.1.1 佐々木　猛智 総合研究博物館准教授 総合研究博物館助教
20.1.1 松崎　政紀 大学院医学系研究科附属疾患生命工学

センター准教授
大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター
助教

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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斎藤　信房　名誉教授

　斎藤信房名誉教授（化学
専攻）は、ご療養中のとこ
ろ 2007 年 12 月 19 日に逝
去されました。享年 91 才
でした。先生は、1940 年
に東京帝国大学理学部化学
科をご卒業、京城帝国大学
理工学部助教授で終戦を迎
えられました。その後、九
州帝国大学理学部助教授を

経て、東京大学理学部に助教授として着任され、1956
年教授に昇任、無機化学講座を担任されました。以来
1977 年のご停年まで理学部で研究と教育に尽力され
ました。また、理化学研究所の主任研究員も兼ねられ
ました。1970 年からは、先生のご尽力で新設された
アイソトープ総合センターの初代センター長もつとめ
られました。ご停年後は、東邦大学理学部教授・理学
部長、また 1990 年以降は、（財）日本分析センターの
理事長、会長を歴任されました。また、日本化学会や
日本分析化学会の会長のほか、国内の原子力・放射線
関係の委員会、審議会、国際原子力機関（IAEA）な
どでも活躍されました。

　先生のご研究は、温泉沈殿物や鉱物・岩石など天然
物中の同位体の分布に始まり、無機化合物の核反応で
生じた励起原子や分子の特異な挙動（ホットアトム化
学）、線源からの放射線の共鳴吸収を化学状態のプロー
ブに用いるメスバウアー分光法の新たな応用の開発な
ど、無機同位体化学・放射化学の広い分野にわたり、
優れた業績を残され、日本化学会賞、紫綬褒章、勳二
等瑞宝章を受けられました。
　ちょうど 50 年前、私が卒業研究で師事してから、
誠実で、温厚な中にも厳しい紳士という先生の印象が
変わることはありませんでした。明治大正生まれの学
者の風格、あるいは「品格」とでもいうのでしょうか。
先生にはそれを感じました。ゆえに私たちの尊敬の念
も一層深まったのです。先生のモットーは、「100 点
満点を目指さず、自然体で 80 点を目標に」というも
のでした。それでも私には、先生の達成されたことは
万事 100 点以上に感じられました。100 点をとると公
言しながら実は 80 点しかとれないような後進への戒
めかもしれませんが。不肖の弟子達にとって、先生の
温容に接し、まだまだご教示を乞いたいと願っていた
矢先の訃報は誠に残念でなりません。ここに心から先
生のご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院理学系研究科）

訃　報
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平成 19 年度外国人学生数―国費外国人留学
生数 973 人、私費外国人留学生数 1,430 人、
外国政府派遣留学生数 24 人、在日外国人学生
数 198人―

コラム
25 Crossroad ～産学連携本部だより～ vol.26

26 Step by Step 東大基金通信　第９回

27 サステナな日々
～キャンパスから考えるサステイナビリティ～　vol.４

28 ケータイからみた東大　～東大ナビ通信　第３回～

29 コミュニケーションセンターだより　No.43

29 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 23回
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33 大学院総合文化研究科・教養学部
「教養学部報」第 508（１月９日）号の発行
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（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員会ま
でお送りください。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、本部広報グループを通じて行ってください。
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東京大学本部広報グループ
TEL：03-3811-3393
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http://www.u-tokyo.ac.jp

国際交流で大学の力を示せ

に開始された麻疹 ･流行性耳下腺炎・風疹混合（MMR）ワクチンによる無菌性髄膜炎が社会問題化し、
1993 年にMMRワクチンが廃止されたこと、1994 年の予防接種法の改正により予防接種は国民の義務
（義務接種）から努力義務（勧奨接種）へと変わったことなどから、1990 年代にワクチン接種率が低下
した。防御免疫を持たない人たちが学校という集団生活の場に一定レベル以上存在したことが、2007
年の成人麻疹流行の下地にあった。
　感染症には潜伏期があるから、修学旅行先のカナダで高校生一人が麻疹を発症し、残りの生徒も滞在
先のホテルに一時「隔離」され検査を受けた。大規模な航空機輸送が可能な現在、感染症を国内問題と
してのみ捉えることはできない、という一例である。目をアジアに転じれば、発展著しいアジアの国々
と日本の経済交流に拍車がかかっている。アジアの国々にはまだ“発展途上”の部分が残り、熱帯に位
置する国も多く、結核、HIV、肝炎など感染症の負荷はいまだに高い。SARS や高病原性インフルエン
ザのように社会的インパクトの大きな感染症もアジア発のものが増えている。感染症を含む健康政策の
上でアジアとの協力関係がきわめて重要だと考える。省庁を含む国のシステムは、あるものは内向き、
あるものは外向き、と老朽化、強直化しているため、包括的な捉え方や展望をしかねている。国際的な
視野にたった大学の役割に対する期待は大きく、学部学生や大学院生の相互派遣、海外共同研究拠点の
推進など、人材育成を含めた観点から大学発の国際交流を強化し、発展させていくべきであると思う。

岩本愛吉（医科学研究所）

　1990 年代に米国から麻疹輸出国の烙印を押された日本では、近年麻
疹の排除を目指してワクチン接種率の向上をはかり、2006 年 6 月から
は小学校就学以前にワクチンを 2回接種する施策を始めたばかりであっ
た。ところが、2007 年になって関東を中心とした高校や大学で麻疹が
流行し、保健センターの発表によれば本学でも約 90 人が麻疹の診断を
受けた。本来麻疹の頻度が高い乳幼児ではなく、法律で 15 歳以上と規
定されている成人麻疹の流行が 2007 年の大きな特徴であった。1989 年
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